
【静岡県立掛川工業高等学校】 

令和８年度 第１回 学校運営協議会（報告） 

日時：令和８年６月１日（月） 

午前 10 時～11 時 50 分 

会場：掛川工業高校 小会議室 

１ 開会 

  ・校長挨拶 

 

２ 授業参観 

 

３ 学校からの連絡・報告事項 

  ・委員長の任命 

  ・「学校運営協議会の設置等に関する要綱」について 

  ・「学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）の導入の手引き」について 

  ・「令和８年度 学校経営計画」について 

  ・「学校の近況報告等」について 

  ・「令和７年度 国家資格・検定試験合格状況」について 

 

４ 協議・意見等 

    A 委員：大学進学者が増加している中で、工業高校として大学進学を重視するの

か、地域産業を支える技術者育成を重視するのか、学校としての方向性を

どのように考えているか 

 

    学校：現在は進学希望者が４割、就職希望者が６割であり、生徒の希望や適性に

応じた進路指導を行っている。進路別、到達度別の授業も展開している。 

 

   B  委員：人口減少や理工系人材不足が進む中、工業高校には地域産業を支える人材育

成が期待されている。また、理工系分野に対する社会的なイメージ向上や魅

力発信を進め、より多くの若者が理工系分野に関心を持てる環境づくりが重

要である。あわせて、企業見学や大学見学、インターンシップ等を通して生

徒の進路意識を高めるとともに、高校・大学・企業が連携した人材育成を推

進してほしい。 

  

   A 委員：今後の人口減少や産業構造の変化を見据え、工業高校の果たす役割や将来

的な人材育成の方向性について検討していくことが重要である。 

 

 C 委員：地域のものづくり産業を支える人材育成のため、企業見学、工場見学、イ

ンターンシップ等の体験的な学習を積極的に進めてほしい。また、小中学

生にものづくりの魅力を伝えるイベントや体験活動を充実させることで、

工業教育への関心を高めることが重要である。 



 

    学校：オープンスクール等を活用しながら、工業高校の魅力発信に取り組んでい

く。 

 

 D 委員：ものづくりや研究活動に関する表彰制度やコンテストを利用した、大学進学

や総合型選抜への活用事例があるので参考にしてほしい。また、自身が関わ

る企業・スポーツ・文化活動等を通じて形成した人的ネットワークを活用し、

企業経営者や著名人による講演会、キャリア教育、部活動支援などに協力で

きるので、ぜひ相談してほしい。 

 

 

５ 閉会・所連絡 

(1) 議事録について 

後日、ホームページに掲載する。 

 

(2) 今後の予定 

第２回 令和８年 11月７日（土） 


